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◎
大
切
な
の
は
日
ご
ろ
の
備
え

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
そ
の
発
生
確

率
が
高
ま
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
震
に
対
す
る
正
し
い
知
識

と
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切

「
自
助
」「
共
助
」
で

「
防
災
力
」
を
強
化

災
害
の
発
生
直
後
は
救
助
活
動
・
支

援
活
動
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、
家
族
や

隣
近
所
が
協
力
し
合
う
「
自
助
」「
共

助
で
」
自
分
自
身
の
身
を
守
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
災
害
に

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
方
法
や
連
絡
方
法
の
確
認

・
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
参
加

・
災
害
時
危
険
箇
所
の
確
認

整
備
し
た
防
災
行
政
無
線
で

三
郷
地
域
内
各
区
と
訓
練
を
実
施

市
総
合
防
災
訓
練
は
、
市
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
で
、
当
日

は
、
自
主
防
災
組
織
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
ほ
か
、
市
消
防
団
や
市
と
災
害
協
定

を
結
ぶ
医
師
会
な
ど
計
24
の
団
体
、
企

業
約
７
５
０
人
が
参
加
し
、
避
難
訓
練

や
救
出
訓
練
な
ど
34
項
目
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
整
備
し
た
デ

ジ
タ
ル
移
動
系
防
災
行
政
無
線
を
使
っ

た
通
報
・
伝
達
訓
練
を
初
め
て
行
い
ま

し
た
。

市
内
に
は
「
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線

断
層
帯
」
が
あ
り
、
国
の
地
震
調
査
研

究
推
進
本
部
に
よ
る
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
8
程
度
の
地
震
発
生
確
率
は
30
年

以
内
に
14
％
と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
非
常
持
出
品
の
準
備

・
住
宅
の
耐
震
化

・
家
具
な
ど
の
固
定

問
堀
金
総
合
支
所
内
危
機
管
理
室

　
（
72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

「糸魚川―静岡構造線断層帯」が縦断する安曇野市。
市では、この断層を震源とする直下型大地震を想定
し、防災週間（８月 30 日～９月５日）中の９月２日、
三郷文化公園を主会場に総合防災訓練を行いました。

三郷地域区長会長
七日市場代表区長
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正さん　三郷温

　普段と違う大規模な
訓練に、参加した区民
全員が真剣に取り組む
ことができました。区
の自主防災体制も整っ
てから日が浅く、準備
することはたくさんあ
ります。区民全員が緊
張感をもって災害に備
えて行きたいです。

　災害から大切な命を
守るための訓練ですが
私たち若い世代の参加
が少ないのが気になり
ます。
　日ごろから消防団
活動や自主防災訓練に
参加することで若い人
にもぜひ防災について
関心をもってほしいと
思います。

　地震体験車に初めて乗ってみて、ものすご
い揺れに驚きました。アパート住まいのため、
災害時に避難場所などどうすればいいのか分
からなく不安がありました。家族と確認し地
震に備えたいと思います。

緊張感をもって
災害に備えたい

若者の参加を

家族で地震体験車を体験

市民の声

訓練に参加

訓練を見学

注目情報
１

30
年
以
内
に
14
％
の
確
率
で

M
８
・
０
の
地
震
の
可
能
性

①三郷地域の皆さん
による救出訓練②消
防団員による土のう
作り訓練③松本広域
消防局のはしご車を
使った高所救出訓練

④訓練参加各団体の
車両⑤デジタル移動
系防災行政無線によ
る通報訓練⑥豊科消
防署特別救助隊によ
る救出訓練⑦日赤奉
仕団による炊き出し
訓練⑧三郷地域の皆
さんによる初期消火
訓練⑨医師によるト
リアージ訓練

ハザードマップで避難場所などを
確認できます
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